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（
令
和
二
年
一
月
～
一
二
月
）

市
史
編
さ
ん
室　

事
務
局
活
動
報
告

Ⅰ
　
古
文
書
等
調
査
の
概
況

一
　
古
文
書
調
等
査
の
概
況

　

市
史
編
さ
ん
室
で
は
、
市
内
に
あ
る
古
文
書
等
の
歴
史
資
料
の

保
存
、
整
理
、
研
究
と
し
て
、
ま
た
各
専
門
部
会
活
動
の
資
料
に

利
す
る
た
め
、目
録
作
成
・
写
真
撮
影
等
の
基
礎
的
な
調
査
を
行
っ

て
い
る
。

　

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
一
月
か
ら
一
二
月
の
間
に
、
新
た
に

二
六
件
の
文
書
群
（
約
一
万
点
）
を
借
用
（
一
部
寄
贈
）
し
て
調

査
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
例
年
以
上
に
新
規
の
文
書
群
が
多

い
。
理
由
と
し
て
は
、
市
報
一
一
月
号
に
古
文
書
調
査
へ
の
協
力

依
頼
の
記
事
を
掲
載
し
て
、
広
く
周
知
を
行
っ
た
こ
と
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
所
蔵
者
が
自
宅
に
い
る
時
間
が
長

く
、
古
文
書
類
を
整
理
す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
も
一
因
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
令
和
二
年
一
月
か
ら
一
二
月
の
間
に
調
査
を
終
え
た
文

書
群
は
一
三
件
（
二
、七
七
九
点
）
と
な
っ
た
。
寄
贈
文
書
に
つ

い
て
は
一
三
三
頁
か
ら
個
別
に
解
説
を
行
い
、
ま
た
、
返
却
し
た

文
書
群
に
つ
い
て
は
次
項
に
解
説
を
付
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平

成
一
九
年
度
か
ら
二
〇
七
件
の
調
査
を
終
え
た
こ
と
に
な
る
。
な

お
、
令
和
三
年
一
月
の
段
階
で
、
五
〇
件
の
文
書
群
を
調
査
中
で

あ
る
。
他
に
、
熊
谷
市
で
所
蔵
し
て
い
る
も
の
が
八
件
あ
り
、
こ

ち
ら
も
随
時
調
査
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
埼
玉
県
立
文
書
館
を
は
じ
め
と
す
る
市
外
の
史
料
保
存

機
関
で
所
蔵
し
て
い
る
古
文
書
等
に
つ
い
て
も
、
随
時
調
査
を
進
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め
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
今
年
度
は
、
緊
急
事
態
宣
言
等
に

伴
う
臨
時
休
館
や
利
用
時
間
制
限
な
ど
が
あ
り
、
希
望
ど
お
り
に

調
査
が
進
ま
な
か
っ
た
。

　

な
お
、
令
和
二
年
四
月
八
日
に
、
上
中
条
筑
井
繁
雄
家
文
書

九
五
九
件
の
寄
贈
を
受
け
た
。こ
の
文
書
も
現
在
調
査
中
の
た
め
、

整
理
終
了
後
、
あ
ら
た
め
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
文
責　

水
品　

洋
介
）

二
　
調
査
終
了
文
書
の
紹
介

三
ヶ
尻 

福
島
幸
子
家
文
書
　
三
点

　

令
和
元
年
八
月
に
借
用
し
た
近
代
文
書
で
あ
る
。
福
島
家
は
江

戸
時
代
に
三
ヶ
尻
村
の
村
役
人
を
務
め
た
家
柄
で
、
近
代
以
降
も

村
役
場
の
助
役
や
収
入
役
を
務
め
、
村
会
議
員
等
に
も
選
ば
れ
て

い
る
。

　

今
回
借
用
し
た
の
は
、
旧
三
ヶ
尻
村
の
絵
図
二
点
と
金
穀
貸
付

帳
の
計
三
点
で
あ
る
。
絵
図
は
一
筆
ご
と
の
地
番
及
び
小
字
名
が

記
さ
れ
、
田
・
畑
・
宅
地
・
林
・
社
寺
・
道
路
・
沼
堀
・
字
界
等

に
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。
縮
尺
は
六
〇
〇
分
の
一
で
地
区
を
二

枚
に
分
割
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
縦
二
九
〇
㎝
×
横
四
六
〇

㎝
、
縦
三
七
〇
㎝
×
横
三
四
〇
㎝
と
大
型
で
あ
る
。
形
態
か
ら
地

租
改
正
時
の
地
籍
図
と
思
わ
れ
る
が
、
裏
側
に
は
明
治
三
七
年

（
一
九
〇
四
）
の
農
商
務
省
の
校
閲
印
が
あ
り
、
当
時
何
ら
か
の

調
査
に
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
明
治
期
の
三
ヶ
尻
地
区
の

土
地
の
利
用
状
況
、
水
路
や
道
路
の
様
子
等
ま
で
を
詳
細
に
知
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
貴
重
で
あ
る
。
金
穀
貸
付
帳
は
、
福
島
家
に

お
け
る
明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
の
金
銭
貸
付
の
記
録
で
あ
る
。　
　

　

調
査
終
了
後
、
令
和
二
年
一
〇
月
に
所
蔵
者
に
返
却
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責　

小
林
久
美
子
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筑
波 

熊
谷
聖
天
宮
文
書
　
一
五
点

　

令
和
二
年
一
一
月
に
、
仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
で
熊
谷
聖

天
宮
を
訪
問
し
た
際
に
借
用
し
た
近
代
文
書
で
あ
る
。
古
文
書
は

木
箱
に
収
納
さ
れ
て
お
り
、
木
箱
側
面
の
墨
書
に
は
「
明
治
参
拾

六
年
七
月
廿
二
日
旧
閏
五
月
廿
八
日　

小
泉
金
蔵
納
」
と
あ
る
。

初
見
は
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
推
定
「
日
丸
講
社
（
大
護
摩

講
結
構
之
旨
意
・
同
規
則
）」
で
あ
る
。
日
丸
講
結
構
之
主
意
は
、

発
起
人
成
田
山
日
丸
熊
谷
大
護
摩
講
先
達
長
島
忠
篤
ら
が
作
成
し

た
も
の
で
、
下
総
国
成
田
山
不
動
尊
を
信
仰
し
、
大
護
摩
講
を
結

び
将
来
各
家
の
繁
栄
、
子
孫
長
久
を
祈
る
旨
意
で
あ
る
。
護
摩
講
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規
則
は
全
九
条
の
条
文
で
、
本
講
は
年
限
満
三
ヶ
年
と
し
、
毎
年

一
回
春
に
成
田
山
へ
代
参
、
代
参
者
は
抽
籤
、
月
掛
金
六
銭
な
ど

を
定
め
、
計
三
七
七
名
で
連
印
し
て
い
る
。
同
時
期
の
史
料
と
し

て
は
、
成
田
山
不
動
尊
日
乃
丸
講
社
規
約
簿
が
あ
り
、
全
六
条
か

ら
な
る
。
日
の
丸
講
社
事
務
所
が
熊
谷
町
久
山
寺
地
内
に
あ
り
、

連
名
は
四
五
二
名
で
、
熊
谷
町
の
ほ
か
に
、
箱
田
、
万
吉
、
村
岡
、

平
塚
新
田
、
代
、
池
上
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
他
に
は
、
明
治

三
八
年（
一
九
〇
五
）「
第
三
十
三
号　

成
田
山
星
祭
人
名
帳
」は
、

成
田
山
敷
石
献
納
勧
告
か
ら
は
じ
ま
り
、
眼
病
の
た
め
成
田
山
に

参
詣
し
不
動
明
王
の
加
護
を
蒙
り
、
敷
石
を
献
納
し
同
志
を
仰
ぐ

大
願
の
勧
告
と
な
る
。
献
納
金
五
〇
銭
を
寄
附
し
た
の
は
五
七
名

で
、
筑
波
町
、
万
吉
、
村
岡
、
熊
谷
町
、
池
守
、
池
上
、
肥
塚
な

ど
か
ら
確
認
で
き
る
。

　

大
正
期
で
は
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
九
月
「
歓
喜
天
成
田

山
御
祭
典
祭
事
掛
」、
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
三
月
「
歓
喜

天
灯
明
料
寄
附
帳
」、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
三
月
「
歓
喜

天
成
田
山
大
門
道
路
修
繕
寄
附
並
ニ
諸
費
控
帳
」
な
ど
が
あ
る
。

近
代
熊
谷
の
信
仰
、
各
種
寄
附
に
つ
い
て
の
貴
重
な
文
書
群
で
あ

る
。

　

本
文
書
群
は
調
査
が
終
了
し
て
い
る
た
め
、
近
々
文
書
の
返
却

を
予
定
し
て
い
る
。

（
文
責　

水
品　

洋
介
）

下
増
田 

観
音
寺
文
書
　
九
七
四
点

　

平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
）
三
月
に
借
用
し
た
近
代
・
現
代
文

書
で
あ
る
。
本
文
書
群
は
観
音
寺
に
関
す
る
文
書
は
少
な
く
、
寺

院
文
書
と
い
う
よ
り
は
区
有
文
書
の
性
質
を
有
し
て
い
る
。
初
見

は
明
治
一
二
～
一
三
年
「（
地
券
一
括
）」
で
あ
る
。
帳
簿
類
が
多

く
、
用
水
費
割
合
帳
、
字
費
割
合
帳
、
月
割
勘
定
帳
が
明
治
二
一

年
か
ら
明
治
四
三
年
ま
で
、
ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
各
帳
簿
は

年
に
二
度
、
一
月
と
八
月
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
丹
念
に
分
析
す

れ
ば
下
増
田
の
各
種
出
費
割
合
状
況
が
一
望
で
き
よ
う
。
ま
た
、

荒
川
諸
色
人
足
帳
（
後
に
用
水
普
請
諸
色
・
人
夫
控
帳
）
も
明
治

二
四
年
か
ら
明
治
四
三
年
ま
で
、
ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
他
に

は
、
字
内
で
行
わ
れ
た
選
挙
入
札
関
係
が
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
寺

世
話
人
、
区
会
議
員
、
消
防
頭
取
、
衛
生
委
員
、
墓
地
管
理
者
な

ど
を
入
札
に
よ
っ
て
選
挙
し
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。
救
恤
関
係

で
は
、
明
治
三
〇
～
四
〇
年
代
の
免
租
出
願
な
ど
が
あ
り
、
特
に

明
治
四
三
年
の
大
水
害
の
大
字
下
増
田
の
状
況
を
示
す
文
書
が
ま

と
ま
っ
て
い
る
。
種
子
救
助
出
願
や
地
租
免
除
願
な
ど
で
あ
る
。
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本
文
書
群
は
、
近
代
の
大
字
単
位
（
下
増
田
）
で
行
わ
れ
た
各

種
状
況
を
示
す
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
調
査
が
終
了
し
て
い

る
た
め
、
近
々
文
書
の
返
却
を
予
定
し
て
い
る
。

（
文
責　

水
品　

洋
介
）

下
奈
良 

滝
沢
家
（
岡
田
屋
酒
店
）
文
書
　
四
四
一
点

　

昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
）
四
月
に
熊
谷
市
に
寄
贈
さ
れ
た
近

代
文
書
で
あ
る
。
寄
贈
経
緯
は
不
詳
だ
が
、
市
立
熊
谷
図
書
館
で

長
く
保
管
さ
れ
、
そ
の
後
、
平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
市
立

妻
沼
展
示
館
内
に
移
さ
れ
て
現
在
に
至
る
。

　

滝
沢
家
は
、
下
奈
良
の
商
家
で
酒
造
を
取
り
扱
っ
て
い
た
。
初

見
は
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
一
一
月
「
酒
造
道
具
帳
」
で
あ

る
。
全
体
的
に
は
大
正
期
の
文
書
が
多
い
が
、
す
べ
て
昭
和
戦

前
ま
で
の
近
代
文
書
で
あ
る
。
大
福
帳
に
つ
い
て
、
明
治
一
九

年
（
一
八
八
六
）
か
ら
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
ま
で
の
も
の

が
二
七
点
あ
る
。
当
座
帳
は
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
か
ら
昭

和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
ま
で
の
も
の
が
一
三
点
あ
る
。
ま
た
、

金
銭
出
入
帳
は
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
か
ら
昭
和
一
〇
年

（
一
九
三
五
）
ま
で
に
二
九
点
あ
る
。
一
方
、
酒
造
に
関
す
る
書

類
が
、明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
か
ら
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）

ま
で
三
冊
に
綴
ら
れ
て
お
り
、
御
届
や
達
し
等
か
ら
各
種
手
続
き

の
流
れ
が
わ
か
る
。

　

大
福
帳
を
は
じ
め
各
帳
簿
を
丹
念
に
分
析
す
れ
ば
、
近
代
岡
田

屋
酒
店
の
経
営
状
況
が
一
望
で
き
よ
う
。
近
代
酒
造
業
の
経
営
状

況
を
し
め
す
貴
重
な
文
書
群
で
あ
る
。
整
理
が
終
了
し
た
後
も
、

妻
沼
展
示
館
に
て
保
管
し
て
い
る
。

（
文
責　

水
品　

洋
介
）

万
吉 

横
森
好
文
家
文
書
　
一
六
二
点
　
一
三
三
頁
参
照

三
ヶ
尻 

嶋
野
義
徳
家
文
書
　
一
二
〇
一
点
　
一
三
四
頁
参
照

行
田
市 

長
島
弘
家
文
書
　
二
九
二
点
　
一
三
五
頁
参
照

代 

細
井
武
氏
寄
贈
資
料
　
三
点
　
一
三
六
頁
参
照

三
本 

進
士
和
雄
家
文
書
　
三
八
点
　
一
三
七
頁
参
照

万
平
町 
持
田
光
明
氏
寄
贈
資
料
　
六
〇
点
　
一
三
八
頁
参
照
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石
原 

岩
田
豊
氏
寄
贈
資
料
　
一
〇
点
　
一
三
九
頁
参
照

赤
城
町 
村
山
茂
樹
氏
寄
贈
資
料
　
九
点
　
一
四
〇
頁
参
照

　

最
後
に
、
古
文
書
等
の
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
所
蔵

者
、
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅱ
　
埼
玉
県
行
政
文
書
調
査
報
告

　

埼
玉
県
行
政
文
書
調
査
は
、
平
成
二
四
年
度
に
着
手
し
て
、
本

年
度
も
継
続
中
で
あ
る
。

　

三
月
一
七
・
一
九
日
に
、『
熊
谷
市
史
料
集
六
（
神
社
・
寺
院
・

堂
庵
明
細
帳
）』
の
校
正
段
階
で
の
原
物
確
認
調
査
を
行
っ
た
。

　

今
後
は
、
熊
谷
地
域
の
行
政
文
書
を
中
心
に
収
集
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

（
文
責　

水
品　

洋
介
）

Ⅲ
　
新
聞
記
事
調
査
報
告

　　

新
聞
記
事
調
査
は
、
平
成
二
四
年
度
に
着
手
し
て
、
現
在
も
継

続
調
査
中
で
あ
る
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
度
ま
で
に
調
査
・
収
集
し
た
分
で
手
付
か
ず

の
作
業
を
優
先
さ
せ
、
埼
玉
新
報
の
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年

一
月
か
ら
同
四
三
年
五
月
ま
で
の
記
事
見
出
し
目
録
の
作
成
作
業

を
行
っ
た
（
三
、一
八
五
点
）。
一
二
月
末
時
点
で
の
新
聞
記
事
目

録
は
八
八
、六
六
六
点
と
な
っ
た
。

　

今
後
は
、
埼
玉
新
聞
の
熊
谷
関
係
記
事
全
て
の
収
集
を
予
定
し

て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

文
責　

水
品　

洋
介
）

Ⅳ
　
行
政
文
書
の
整
理
・
保
存

　

熊
谷
市
文
書
管
理
規
程
に
基
づ
き
保
存
期
限
満
了
の
行
政
文
書

が
一
括
廃
棄
さ
れ
る
際
に
、
市
史
編
さ
ん
室
で
は
歴
史
公
文
書
等

と
し
て
重
要
な
文
書
を
収
集
保
存
し
て
い
る
。

　

本
年
度
は
令
和
二
年
三
月
末
で
保
存
年
限
満
了
と
な
る
文
書
か

ら
、
保
存
箱
数
で
一
五
四
箱
分
の
行
政
文
書
を
収
集
し
た
。
行
政

文
書
の
保
存
年
限
は
、
五
年
、
一
〇
年
の
も
の
で
あ
る
。
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収
集
後
の
整
理
作
業
は
、
平
成
三
一
年
分
の
一
〇
七
箱
の
整
理

が
終
了
し
て
、
中
性
紙
保
存
箱
で
六
一
箱
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
永
年
保
存
文
書
か
ら
廃
棄
と
さ
れ
た
分
に
つ
い
て
、

四
八
箱
を
本
庁
舎
第
一
文
書
庫
か
ら
選
別
し
、
大
里
文
化
財
整
理

所
に
移
動
し
た
。
今
後
、
中
性
紙
保
存
箱
へ
の
詰
替
え
を
予
定
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責　

小
林
久
美
子
）

Ⅵ
　
市
政
宅
配
講
座
等
へ
の
派
遣

令
和
二
年

二
月
五
日　

ホ
テ
ル
シ
テ
ィ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ご
は
ら　

担
当 

蛭
間

　

熊
谷
籠
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
例
会

　

市
政
宅
配
講
座
「
直
実
の
時
代
の
熊
谷
」

二
月
一
六
日　

秦
公
民
館　

担
当　

仲
泉

　

市
政
宅
配
講
座
「
秦
地
域
の
江
戸
時
代
―
「
人
の
生
涯
」
を
考

え
る
―
」

二
月
一
八
日　

妻
沼
中
央
公
民
館　

担
当　

蛭
間

　

阿
う
ん
の
会
研
修
会
「
手
紙
か
ら
見
え
て
く
る
新
た
な
荻
野
吟

子
像
」

七
月
四
日　

熊
谷
図
書
館　

担
当　

蛭
間

　

直
実
・
蓮
生
を
学
ぶ
会
講
演
会
「
戦
国
時
代
に
お
け
る
龍
淵
寺

の
信
仰
と
そ
の
展
開
」

七
月
九
日　

中
央
公
民
館　

担
当　

水
品

　

中
央
公
民
館
講
座
「
近
代
の
熊
谷
１　

那
須
開
墾
と
熊
谷
の

人
々
」　

七
月
一
六
日　

中
央
公
民
館　

担
当　

小
林

　

中
央
公
民
館
講
座
「
近
代
の
熊
谷
２　

大
正
初
期
の
熊
谷
と
ス

ペ
イ
ン
風
邪
」

一
一
月
五
日　

吉
岡
公
民
館　

担
当　

水
品

　

市
政
宅
配
講
座「
近
代
の
熊
谷
～
那
須
開
墾
と
熊
谷
の
人
々
～
」
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【
令
和
元
年
度
】

１
・
14 
第
一
回
現
代
専
門
部
会
会
議
・
調
査
（
妻

沼
中
央
公
民
館
）

１
・
17 

第
三
回
近
世
専
門
部
会
会
議
（
立
正
大
品

川
）

１
・
18 

近
世
専
門
部
会
文
書
調
査
（
群
馬
県
安
中

市
ふ
る
さ
と
学
習
館
、
～
19
日
）

１
・
18 

兵
庫
県
姫
路
市
森
雅
史
氏
来
室
（
吉
田
市

右
衛
門
文
書
所
蔵
調
査
、
参
考
資
料
借
用
）

１
・
20 

熊
谷
町
役
場
文
書
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

１
・
21 

伝
荻
野
吟
子
所
蔵
資
料
（
聖
書
）
調
査
（
東

京
都
新
宿
区
現
代
ぷ
ろ
だ
く
し
ょ
ん
）

１
・
24 

『
熊
谷
市
史
調
査
報
告
書 

仏
像
・
仏
画
１
』

（
以
下
、『
仏
像
・
仏
画
１
』）
編
集
打
合
せ

（
妻
沼
中
央
公
民
館
）

１
・
28 

宮
崎
県
延
岡
市
視
察
対
応
（
妻
沼
展
示
館
）

１
・
29 

文
書
資
料
取
扱
講
習
会
（
県
立
文
書
館
、

～
30
日
）

１
・
31 

埼
玉
県
地
域
史
料
保
存
活
用
連
絡
協
議
会

（
以
下
、
埼
史
協
）
視
察
研
修
会
（
東
京
都

文
京
区
東
洋
文
庫
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ほ
か
）

２
・
３ 

熊
谷
町
役
場
文
書
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

２
・
４ 

県
立
文
書
館
保
管
指
定
文
書
に
関
す
る
協

議
（
県
立
文
書
館
）

２
・
５ 

市
政
宅
配
講
座（
ホ
テ
ル
シ
テ
ィ
ー
フ
ィ
ー

ル
ド
か
ご
は
ら
）

２
・
７ 

静
岡
県
富
士
市
視
察
対
応
（
妻
沼
展
示
館
）

２
・
７ 

仏
像
調
査
（
道
ケ
谷
戸
宝
珠
院
）

２
・
10 

熊
谷
町
役
場
文
書
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

２
・
12 

立
正
大
学
古
文
書
研
究
会
と
の
共
同
事

業
、
四
方
寺
吉
田
康
久
家
・
成
沢
福
田
祀

晴
家
文
書
・
下
奈
良
小
林
家
文
書
搬
入
及

び
搬
出
（
～
17
日
、
立
正
大
熊
谷
）

２
・
13 

熊
谷
寺
史
料
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

２
・
16 

市
政
宅
配
講
座
（
秦
公
民
館
）

２
・
17 

熊
谷
町
役
場
文
書
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

２
・
17 

熊
谷
市
郷
土
文
化
会
絵
葉
書
研
究
会
（
中

央
公
民
館
）（
12
／
14
）

２
・
18 

阿
う
ん
の
会
研
修
会
講
師
派
遣
（
妻
沼
中

央
公
民
館
）

２
・
21 

北
海
道
せ
た
な
町
長
視
察
対
応
（
荻
野
吟

子
記
念
館
ほ
か
）

２
・
24 
『
仏
像
・
仏
画
１
』
編
集
打
合
せ
（
妻
沼
中

央
公
民
館
）

２
・
25 

熊
谷
町
役
場
文
書
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

２
・
26 

万
平
町
田
島
家
文
書
借
用

２
・
27 

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
小
江
川
保

泉
寺
、
押
切
宝
幢
寺
）

２
・
28 

第
四
回
近
世
専
門
部
会
巻
担
当
者
会
議（
立

正
大
品
川
）

３
・
２ 

熊
谷
町
役
場
文
書
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

３
・
９ 

熊
谷
町
役
場
文
書
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

３
・
11 

『
仏
像
・
仏
画
１
』
最
終
校
正
（
群
馬
県
前

橋
市
朝
日
印
刷
工
業
（
株
））

３
・
16 

石
原
塚
越
忠
明
家
文
書
（
追
加
分
）
返
却

３
・
17 

埼
玉
県
行
政
文
書
調
査
（
県
立
文
書
館
）

３
・
19 

埼
玉
県
行
政
文
書
調
査
（
県
立
文
書
館
）

３
・
25 

『
仏
像
・
仏
画
１
』
刊
行

３
・
25 

『
熊
谷
市
史
料
集
６
』
刊
行

３
・
25 

『
熊
谷
市
史
研
究 

第
一
二
号
』
刊
行　

【
令
和
２
年
度
】

４
・
13 

『
熊
谷
市
史
調
査
報
告
書 

中
世
の
石
造
物
』

（
以
下
、『
中
世
の
石
造
物
』）
編
集
打
合
せ

（
妻
沼
展
示
館
）

４
・
16  

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
伴
う
時
差

出
勤
開
始
（
～
６
／
22
）

４
・
22 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

伴
う
一
部
在
宅
勤
務
開
始
（
～
６
／
19
）

６
・
１ 

『
中
世
の
石
造
物
』
編
集
打
合
せ
（
妻
沼
展

示
館
）

６
・
12 

中
世
石
造
物
調
査
（
上
中
条
常
光
院
ほ
か
）

６
・
17 

古
文
書
調
査
・
指
定
文
書
調
査
協
議
（
県

立
文
書
館
）

６
・
22 

熊
谷
市
郷
土
文
化
会
中
央
班
等
自
主
調
査

研
究
会
（
緑
化
セ
ン
タ
ー
）（
７
／
27
・
８

／
31・９
／
28・10
／
26・11
／
30
、全
６
回
）

６
・
23 

古
文
書
調
査
（
県
立
文
書
館
）

６
・
24 

中
奈
良
石
坂
健
彦
家
文
書
借
用

Ⅵ
　
市
史
編
さ
ん
業
務
日
誌
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６
・
25 

古
文
書
調
査
（
県
立
文
書
館
）

６
・
27 

第
一
回
近
代
専
門
部
会
会
議
（
熊
谷
図
書

館
）

６
・
30 
古
文
書
調
査
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

７
・
４ 
直
実
・
蓮
生
を
学
ぶ
会
講
演
会
講
師
派
遣

（
熊
谷
図
書
館
）

７
・
７ 

仏
像
・
仏
画
調
査
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
打

合
せ
（
妻
沼
展
示
館
）

７
・
８ 

弥
藤
吾
森
田
安
彦
氏
収
集
文
書
返
却
・
追

加
借
用

７
・
９ 

中
央
公
民
館
講
座
講
師
派
遣

７
・
９ 

妻
沼
台
円
満
寺
調
査
・
同
田
部
井
一
郎
家

文
書
（
絵
図
）
追
加
借
用

７
・
13 

熊
谷
く
ら
し
の
情
報
局
撮
影
（（
株
）
ジ
ェ

イ
コ
ム
埼
玉
・
東
日
本
熊
谷
事
務
所
）

７
・
16 

中
央
公
民
館
講
座
講
師
派
遣

７
・
16 

埼
史
協
地
域
史
料
実
務
研
修
会
・
ア
ー
キ

ビ
ス
ト
認
証
制
度
説
明
会
（
戸
田
市
郷
土

博
物
館
）

７
・
22 

行
田
市
長
島
弘
家
文
書
借
用

７
・
29 

行
田
市
長
島
弘
家
文
書
追
加
借
用

８
・
３ 

行
田
市
長
島
弘
家
文
書
追
加
借
用

８
・
６ 

古
文
書
調
査
（
県
立
文
書
館
）

８
・
６ 

代
細
井
武
家
文
書
寄
贈
受
入

８
・
11 

第
一
回
現
代
専
門
部
会
会
議
（
妻
沼
中
央

公
民
館
）・
調
査
（
妻
沼
展
示
館
）

８
・
12 

古
文
書
調
査
（
県
立
文
書
館
）

９
・
１ 

古
文
書
調
査
（
県
立
文
書
館
）

９
・
２ 

古
文
書
調
査
（
県
立
文
書
館
）

９
・
７ 

三
本
進
士
和
雄
家
文
書
借
用

９
・
８ 

近
世
専
門
部
会
調
査
（
文
化
財
巡
見
、
備

前
渠
用
水
）

９
・
20 

第
一
回
近
世
専
門
部
会
会
議
（
熊
谷
図
書

館
）

９
・
28 

下
奈
良
小
林
武
雄
家
訪
問
調
査
・
同
家
文

書
返
却
分
再
借
用

９
・
30 

平
塚
新
田
山
下
家
文
書
（
市
史
編
さ
ん
室

購
入
分
）
貸
出
（
熊
谷
図
書
館
）

10
・
12 

熊
谷
町
役
場
文
書
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

10
・
12 

三
ヶ
尻
福
島
幸
子
家
文
書
返
却

10
・
13 

中
世
石
造
物
写
真
撮
影
（
市
内
各
地
、
～

２
／
３
）

10
・
14 

下
奈
良
小
林
武
雄
家
文
書
追
加
借
用

10
・
19 

熊
谷
市
郷
土
文
化
会
現
地
研
修
会
（
箱
田

地
区
）

10
・
19 
熊
谷
町
役
場
文
書
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

10
・
23 

埼
史
協
第
二
回
理
事
会
・
主
管
課
長
等
研

修
会
（
幸
手
市
郷
土
資
料
館
）

10
・
23 

第
二
回
近
世
専
門
部
会
巻
担
当
者
会
議（
オ

ン
ラ
イ
ン
）

10
・
28 

古
文
書
調
査
（
県
立
文
書
館
）

11
・
２ 

歴
史
散
歩
同
行
解
説
（
長
井
地
区
）

11
・
２ 

中
央
個
人
蔵
文
書
借
用

11
・
５ 

市
政
宅
配
講
座
（
吉
岡
公
民
館
）

11
・
５ 

中
世
石
造
物
調
査
（
玉
井
地
区
）

11
・
６ 

中
世
石
造
物
調
査
（
玉
井
地
区
）

11
・
６  

熊
谷
市
郷
土
文
化
会
調
査
研
究
会
（
用
水
）

（
市
民
ホ
ー
ル
）

11
・
９ 

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
筑
波
熊
谷

聖
天
宮
・
東
別
府
京
蔵
寺
）
及
び
熊
谷
聖

天
宮
文
書
借
用

11
・
10 

新
堀
新
田
北
爪
恒
平
家
文
書
借
用

11
・
11 

江
波
荻
原
彌
一
家
文
書
借
用

11
・
12 

妻
沼
台
円
満
寺
村
絵
図
（
田
部
井
家
文
書
）

返
却

11
・
12 

万
平
町
持
田
光
明
家
文
書
寄
贈
受
入

11
・
16 

熊
谷
町
役
場
文
書
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

11
・
16 

下
川
上
浄
泉
寺
文
書
借
用
（
浄
泉
寺
所
蔵

旧
熊
谷
（
個
人
）
関
係
、
同
広
瀬
荒
川
家

及
び
同
道
ケ
谷
戸
鈴
木
家
を
含
む
）

11
・
17 

『
熊
谷
市
史
料
集
７
』
関
連
調
査
（
国
立
国

会
図
書
館
）

11
・
17 

石
原
岩
田
豊
家
文
書
寄
贈
受
入

11
・
17 

柿
沼
中
沢
利
行
家
文
書
借
用

11
・
17 

美
里
町
蓮
生
堂
文
書
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

11
・
17 

拾
六
間
飯
島
仁
家
文
書
借
用

11
・
17 

『
中
世
の
石
造
物
』
編
集
打
合
せ
（
妻
沼
展

示
館
）

11
・
21 

第
二
回
近
世
専
門
部
会
会
議
（
商
工
会
館
）

11
・
27 

赤
城
町
村
山
茂
樹
家
文
書
寄
贈
受
入

11
・
27 

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
デ
ー
タ
ベ
ー
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ン
ラ
イ
ン
）

12
・
22 

古
文
書
調
査
（
県
立
文
書
館
）

12
・
22 

妻
沼
長
谷
川
浩
夫
家
文
書
追
加
借
用

12
・
23 

古
文
書
調
査
（
県
立
文
書
館
）

12
・
24 

古
文
書
調
査
（
県
立
文
書
館
）

12
・
28 

三
ヶ
尻
嶋
野
義
徳
家
文
書
調
査
報
告
及
び

追
加
借
用

※
本
業
務
日
誌
は
、
事
務
局
が
関
わ
っ
た
も
の
に
つ　
　

　

い
て
記
載
し
て
い
ま
す
。

ス
構
築
打
合
せ
（
妻
沼
展
示
館
）

11
・
30 

熊
谷
町
役
場
文
書
調
査
・
借
用
（
熊
谷
図

書
館
）

12
・
１ 
西
城
青
木
達
夫
家
文
書
借
用

12
・
１ 

万
平
町
持
田
光
明
家
文
書
追
加
寄
贈
（
一

点
）
受
入

12
・
２ 

『
中
世
の
石
造
物
』
編
集
打
合
せ
（
妻
沼
展

示
館
）

12
・
３ 

西
城
青
木
達
夫
家
文
書
一
部
返
却

12
・
５ 

近
代
専
門
部
会
・
現
代
専
門
部
会
合
同
会

議
（
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
「
ハ
ー

ト
ピ
ア
」）

12
・
10 

中
央
個
人
蔵
文
書
返
却

12
・
11 

熊
谷
市
郷
土
文
化
会
調
査
研
究
会
（
用
水
）

（
市
民
ホ
ー
ル
）

12
・
14 

熊
谷
市
郷
土
文
化
会
絵
葉
書
学
習
会
（
緑

化
セ
ン
タ
ー
）

12
・
14 

葛
和
田
舞
原
博
行
家
文
書
借
用

12
・
14 

弥
藤
吾
森
田
安
彦
氏
収
集
資
料
返
却
・
追

加
借
用

12
・
14  

熊
谷
市
郷
土
文
化
会
絵
葉
書
研
究
会
（
中

央
公
民
館
）

12
・
17 

弥
藤
吾
森
田
安
彦
氏
収
集
資
料
返
却

12
・
21 

仏
像・仏
画
専
門
部
会
調
査（
久
下
東
竹
院
、

妻
沼
展
示
館
）

12
・
21 

行
田
市
長
島
弘
家
文
書
寄
贈
受
入

12
・
21 

第
三
回
近
世
専
門
部
会
巻
担
当
者
会
議（
オ


